
設 区分/■ 晨
=

対 馬 営林署(様 式 1)

開発課題
承地稔諄れの抑制効果にクいて

(ザイトロンフレノッワ鴛ん櫛嘲円 )

期 間

自60年 度

至62年 度

開発目的

督■利1ん用 したィャ蕉ろな晨
^多

窪立z慮 ″、ろため、係喬作業
(■ おけろ段甕動果をレじ藤 ノンくら蔭尊効果にょダヤ章
関ぶ ■曳羽する。

設   定

場  所

営 林 署 担  当 区 国 有 林 林 小 班

対 馬 豆輌鷺
酸
山豆載 28ほ

数  量

面 積 数 糧

0_20 ha

定

日月

設

年 60, 7
了

日月

終

年 60. 10

担   当

営 林 局 造 林 課    係

営 林 署 絶 管 課  造 林 係

地況及び

気  象

標   高 方   位 傾  斜 基  岩 土 壌 型 土 性

100 E 17
15～20 ″ケあ BD(a)

深  度 堅 密 度 地 位

ス ギ |ヒ ノキ

14

記載要領  1.区 分は指示、 自主、任意課題別 とする。

林

況

林 令 林 種 樹 種 混交率 陶高直a 樹 高 材 積 本 数 帽対照度 下層植生

7 人 エ ιノキ 100

設
定
前

の
施
業
経
緯

54/1～ 55/ち  夕也ィを1236 λa
55/3      中午ス生  ク

56/:～
3  

馬ヽ牡 4
6～ 7    

下ダOJ

7へ

'  
イイイT,ら び0ク

57/3   補 椎  ク
ζ～6     千ダd    タ

58/ζ ^7      ″    ″

、9/ち^Q     黛
`ユ

:〕

τ力
 ;

全

体

計

画

1,立林木の上仲生長 L月己人生長 調 査

2.社 生椎杉 剖ヨ生

3.雑 革不 と
^夕

免今1だスタ司五

4.染 宅す月生

2.全 体計画欄は年度別、実施事項及 び目標、また、林試等の指導関係を記入する。



設 区分矛生た、 対 馬 営林署様 式

実 施 計 画

2.

試 験

llμ オ?

設 定面
5試

地 の設 定
ζ4卑皮 新をL多も

ォ資及ダォス
、強 こ設 定

A

B

CI

C2

C3

O.04k久 (散々こ )

O.04 ha(無和'|こ)

0´04に久 (全メ:|こ )

○.04 ha(壻 |́こ )

0.04に (筋 ノ'|こ )

gO年 7週

=為

負史衡

″篠 立権続哨デ

ク

//

3. 調 査孝J貝

〔|ヽ 生長最 調 五

い 方鷹仁714秒訥 五
じ)統後にスラ月五

c4・)秦 ぢ調 五

ノク鼎 ~

＼＼＼ヽ ＼`＼＼、ミヾ 、ヾヽ

し ュυ、―タ

B CI C2 C3

試験地位 Fa図

02'―■θ
03Z`

記織要領  1.実 施計画は設定方法及び作業方法等具体的に記入す る。



様 式 2
昭 和 60年 度 技 術 開 発 実 施

属言雪
書

力l拝

=営
林警

課

題

獅嬌別新  

ラヽ員L
重観別1経 常

担

当

乾画し担当
開

発

箇

所

三成七畝
風ηオト

期

間

昭和 60年度

昭和 62年度

予

算

科

目

技

術

開

発

経  費 1 路  ・ 名 1数 織 |=価 金  額

二12-■
物 件 費

| 千円

0:

林地除草剤の抑制効果について (ザ イ トロン フレノック

微粒剤 )

ニイ生

役 務 費 0目
　
　
的

茶刻 による 下メ劇 っろ切 ィヤ蕉におけЪ 投資夷じ量
`rι

崚 レな本 う

声薇革ダカ月Rlて ょЪィヤスに「句熔も 究巧尋z′ル、ら,
人 件 費

人

計 ヽ
ヽ、、、、、、、ヽ 0

全  体   計
~一‐

面―
実 施 経 過

当 年 度 分

,1 施 計 画 実 施 結 果 評価 お・よび普及計由i

試験地設定

(1)薬 剤散布区設定

0)無 散布区設定

植生別の薬剤効果

追跡調査

調査事項

(1)植生推移調査

0)造 林木生長量調査

1官ふ瞼ん設定 (`∂ 年7月 )

三殴竜良山口葡林t28に ジ的1例ニ

2.吉え、辱え,セ¬罰オ黄 o.20_ha

3.莱 利 郷

"ザイトロンフしハンク傲力露R
ka省 り lο O k,贅針

4.各 種 調 査

1. 試験地設定

(1)薬剤散布区設定

0)無散布区設定

調査事項

0)生長量調査

(2)植生調査

植生別の薬剤効果追跡調査

試 、験 地 設 定

デイトロンフレノゥク物υl嶼

kれ をり100k9・ :蓼 k´
1'

す局査争」負

u)生 長量 調 査

ぃ れ 生推 移調隼

2.

3.

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形



候式  2 昭 和 ノ/年 度 技 術 開 発 実 施 報 告 書
対 馬 営林署

課

朝
妃

●
カ

規

　
続

新

　

継
継 続

経常.特別別
担

当

Z:婚夕当
`

主 イニ

開

峯

回

前

1聯
|

覇

間

日召千o

び′ 年度

昭和
イタ

=質

算

科

目

校

術

日

峯

経 警 数   三 単   価
ご
彙

雷額との関連 |

初 件 腎 調査用品
日 千円

´杯
朧

`ち

C鴛列j蜂わ
~て

役 務 冒 現像。その他 ′

人 件 腎

駐
時

基
臨

(

′
日
一

由,

芳猪ガ易l身鮮『るの感多み箋ig几後デザ」m(ず2ぽ
計 ∂

全 体 計 画 施 経 過
年 魔 分

施 計 一□ 施 詰 評価および普及計画

|、 彦ギ裟地袈Z
,コ和磁磁 まな形′じ

Z夕3斃為:籍
嚇

A― ―― θ,|

B― ―― θ、
_ε

l― …… θ、
ε2___ 0、
CJ――- 0、

3,勿多多琢    |

嘴駒ギ
転ι″太

|

(2)靡 生推移

`3)雅孝ネとの

(4)素 蓼濶
`

調五

l、 日Z牙口
"年滋.`

d〕 グ策メじ乞隻た

場ル「:ヱ曜力1%傷螢l痒内
面絹 :0、 20hヘ

″)素キ1散千――‐諸多亥イ

,響
多

4五

1,調彦孝′
0)ヽ り泉髭調五

(2)、 オ

“

じ稚多勿五
(3)なラ1掟滉調査

“
L素 夕調五

|、 じ長多笏寃

`工

4申 J釧曳ι】じた螺

種 唯堆影蒻多2、

3、 雑孝れの多勿だタル調査

孝夕調多

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形



己一三
ロ

畳
、
　
■
，
´経 録

(11」t4 )― / 対 馬 営沐署

を

各丼Z勿 修夕移梁

池メネ(ιノつのり|`く」

`チ

タス多

試 験

林 メじ隆答孝孝」の♯ヤ
l■ll孝力系 について (寸秘卜の フンノッ7″%t疱 斉J)

λ
″℃じなプん難鶏lW免1111窮キ環″
ボ場くづあ31■ キヽz´ る。

イ、、4カ化のち式
｀
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